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会 議 録 

付属機関又は 

会議体の名称 
第 1回 男女平等推進センター運営委員会 

事務局（担当課） 男女平等推進センター 

開催日時 令和 4年 4月 15日（金） 午後 3時～ 

開催場所 オンライン会議または男女平等推進センター研修室 2 

出席者 
委員 

小吹 文紀    有泉 三起子    川﨑 渉    原田 敏郎    木川 るり子   

北﨑 裕紀子    宮崎 信行    梅山 浩    林 千鶴子    堀江 咲智子 

山本 和子    男女平等推進センター所長 

事務局 3名 

会議公開の可否 公開・非公開・一部公開  傍聴人 0名 

非公開・一部公開

の場合はその理由 
 

会議次第 

議題 

1. エポック 10フェスタ 2022について 

・第 3回エポック 10フェスタ実行委員会の報告について 

・運営委員会展示物について 

・運営委員によるエポック 10フェスタへの提案事項について 

2. 連絡事項 

審議経過 
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【議題１】 エポック 10フェスタ 2022について 

・第 3回エポック 10フェスタ実行委員会の報告について 

 事務局より資料 1-1説明 

 

・運営委員会展示物について 

 事務局より資料 1-2説明 

エポック 10フェスタ2021の運営委員会展示物について、加除修正の必要があるか意見を伺

いたい。運営委員会展示物を作成する目的は、エポック10の知名度をより高めていくことであ

る。エポック 10にまた来たくなるような展示物になっているか確認したい。 

エポック 10 が今年、創設 30 周年であることをエポック 10 フェスタで周知するのか。周知の

予定がないのであれば、展示物に盛り込みたい。 

創立30周年であることをエポック 10フェスタで周知する。具体的には「30年間の歩み」など

記載したチラシを作成し、フェスタ来場者へ配布する。 

令和 4 年度から豊島区の男女共同参画に関する行動計画である「第 5 次としま男女共同参画

推進プラン」がスタートしたが、本行動計画を策定している部署が男女平等推進センターである

ことを知ってもらいたいという想いがある。展示物に第 5 次としま男女共同参画推進プラン策

定に関するページを作りたい。 

いただいた意見のとおり、展示物に第5次としま男女共同参画推進プラン作成に関するページ

を新規作成する。なお、本件は事務局が作成する。 
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豊島区は区制施行 90 周年を迎え、エポック 10 でも記念事業を実施する予定であるため、記

念事業のページを新規作成したらどうか。 

11 月に区制施行 90 周年の記念事業を行うが、内容については現時点で検討段階であるた

め、記念事業ページを新規作成することは多少、難しいと考えるがいかがか。 

それでは区制施行 90周年のロゴを表紙ページに挿入するのはどうか。 

いただいた意見のとおり、区制施行 90周年のロゴを表紙ページに挿入する。 

区民ひろばでは、入口に活動の写真や感想などを大々的に展示している。運営委員会展示物で

はエポック 10 の施設設備を掲載しているが、行きたくなるような楽しい雰囲気が感じられな

い。エポック 10 利用者が楽しく会話している写真などに変えたらどうか。また、実際の利用者

の感想を載せてはどうか。 

利用者の感想については、本年度に反映することは難しいと考える。また、写真の変更につい

ては、どのような写真がよいか 4月中に事務局へ提案していただきたい。 

講座や相談窓口の紹介はあるが、実際に講座に参加するにはどうしたらいいのか、相談したい

場合はどうしたらいいのかが分かりづらい。本展示物を見た人が次のアクションを起こすこと

ができるような内容にしたい。 

次のアクションへ導きたい事業のページでは、区ホームページの QR コードを掲載してはどう

か。 

いただいた意見のとおり、展示物に区ホームページのQRコードを掲載する。 

 

・運営委員によるエポック 10フェスタへの提案事項について 

 事務局より資料 1-3説明 

エポック 10 フェスタの周知について、現状は図書館等となっているが、区民ひろばは入ってい

るのか。また、他の部署でのイベントや施設でチラシの配架をしてはどうか。 

エポック 10 フェスタ周知チラシは区民ひろば、子どもスキップ、図書館、地域文化創造館等に

配布している。また、他部署のイベントにおいても、ファーマーズマーケット等の家族連れが多く

参加するイベントなどで可能な限り周知を行う予定である。 

「区内大学の学生にエポック 10 フェスタへ来場してもらうよう依頼したが、コロナ禍のため実

現が難しい」と事務局から説明があったが、エポック10や運営委員会から展示物等を大学へ持

っていく、または展示物のスライドショーを動画にして提供する等の連携の方法もあるのでは

ないか。 

「展示物等を大学へ持っていく」とは具体的にどのようなイメージなのか。 

展示の仕方は美術の油絵を立てる「イーゼル」を使用してはどうか。 

いただいた意見を参考に検討する。 

ＳＮＳの活用についてだが、「PIAZZA（ピアッツァ）」の活用を提案したい。豊島区でも防災危機

管理課や区民ひろば課などが活用しており、リアクションもいいと聞いたことがある。 

いただいた意見を参考に検討する。 

YouTube 配信について、事務局から「メインイベントの講演を YouTube で配信する意見も

あったが、動画編集のために業者へ委託する必要があり、コスト面で実現が困難である。」と説

明があった。しかし、必ず編集が必要なのか。撮影機材が準備できるのであれば、そのまま配信
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することも可能ではないか。 

区の「としまななまるチャンネル」は配信できる動画の時間制限があるため、編集せずに講演内

容をそのまま配信することはできない状況である。また、撮影機材の準備も含めてコスト面が

大きく、動画配信は難しいと考えている。 

「としまななまるチャンネル」以外のチャンネルで、かつ撮影機材の問題もクリアできる場合は、

配信可能なのか。 

講師の了解が得られれば可能である。また、豊島区としての YouTubeチャンネルは「としまな

なまるチャンネル」であるので、別途、「エポック 10 フェスタ実行委員会」によるチャンネルを作

成する必要がある。 

 

【追加議題】エポック 10利用者アンケート案について 

当初予定されていた議題ではないが、エポック 10 利用者アンケートについて、報告があるた

め、担当委員から説明をお願いする。 

エポック 10利用者アンケートについて、他の委員から3点の意見を頂戴したため、その回答を

この場でさせていただきたい。1 点目は「コロナ禍で団体の活動が見通すことができない状況

であるため、アンケートの回答は難しい」という意見をいただいた。本意見に対してであるが、

コロナ禍も３年目となり、コロナ禍における各団体の活動状況を把握することは、今後のエポッ

ク 10 の運営においても重要と考えている。よって、アプローチできることを考察するためにコ

ロナ禍である現時点でアンケートを取ることを提案者としては考えている。2 点目に「各エポッ

ク 10登録団体の基礎情報は既にエポック 10が把握しており、改めて本アンケートで団体の基

礎情報を聞く必要があるのか」という意見をいただいた。本意見に対してであるが、各団体が

エポック 10 に提供している基礎情報は「登録団体としてふさわしいか」をエポック 10 が判断

するために使用している。しかし、本アンケートでは運営委員会が各団体の運営状況を把握す

るため、さらに各団体のエポック 10 での活動状況を可視化することが目的であるため、改め

て基礎情報を聞く設問を設けることを考えている。3点目に「エポック 10の利用促進が目的で

あるのであれば、直接、各団体にアプローチしてはどうか」という意見をいただいた。本意見に

対してであるが、本アンケートはエポック 10 の利用促進だけではなく、エポック 10 の改善点

等の意見を吸い上げる機会とも考えているため、アンケートという手法を取ることを考えてい

る。 

アンケートの設問項目について意見を伺いたい。 

例えば「エポック 10 の SNSを見たことがあるか」という設問には、QR コードを付けるとすぐ

アクセスすることができ、周知に繋がると考える。 

アンケート自体をQRコードから回答できるようにしたらどうか。 

エポック 10を利用して、職員のよかった点を書いてもらうというのはどうか。 

アンケートの対象者はどうするか。例えばワーク・ライフ・バランス認定企業はエポック 10 に来

ていなくても事業を使っているので回答していただきたい。 

アンケートの対象者によってアンケートの内容が変わってくると考える。対象者がエポック 10

の登録団体である場合と、ワーク・ライフ・バランス認定企業の場合とではアンケートの内容も

変わるため、対象者を鑑みてアンケート項目を考えていただきたい。 
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周知先を決めないと手法と内容も決まらないので、まずは対象者を決めたい。エポック 10 の

利用者、登録団体、ワーク・ライフ・バランスの推進企業でよいか。他に対象者の候補はあるか。 

エポック 10 の講座参加者も対象者とすることは可能である。現在は受講した講座についての

アンケートのみ取っているが、追加で本アンケートも回答していただくことも想定できる。 

アンケートの対象者とその対象者へのアンケート項目の意見を５月中に事務局に伝えていただ

きたい。 

 

【議題 2】 連絡事項 

次回、開催日は令和４年 6月 17日（金）の午後 3時からとする。 

以上で運営委員会を終了する。 

提出資料 

資料 1-1 第 3回エポック 10フェスタ実行委員会（3月 12日開催）の報告について 

資料 1-2 エポック 10フェスタ 2021（昨年度）運営委員会展示物 

資料 1-3 運営委員会によるエポック 10フェスタへの提案事項について 


